
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全国労働衛生週間」を契機に新型コロナウイルス感染症 

感染拡大防止対策のさらなる徹底を関係労使団体等に要請 

－10 月 1 日～7日は「全国労働衛生週間」－ 

 

群馬労働局（局長 丸山陽一）は、本日、関係事業者団体等に対し、「全国労

働衛生週間」を契機とした新型コロナウイルス感染症感染拡大対策のさらなる徹

底について要請しました。 
 
「全国労働衛生週間」は、事業場における労働衛生に関する意識を高揚させ、

自主的な労働衛生活動の一層の推進を図るため、10 月１日から７日までの間（準

備期間 ９月１日から 30 日）、実施します。 
72 回目を迎える令和３年度は、 

「向き合おう！ こころとからだの 健康管理」 
をスローガンに、また、新型コロナウイルス感染症感染防止に向け 

「うつらぬうつさぬルールとともに みんなで守る健康職場」 
を副スローガンに掲げ、全国で展開されます。 
 群馬労働局管内における新型コロナウイルスの罹患による休業４日以上の労働

災害は、令和２年で 94 人、令和３年は８月末現在（速報値）で 167 人発生してい

ます。 
このような状況から、群馬労働局では、「全国労働衛生週間」の実施を契機に、

「職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェックリス

ト」を活用した感染防止対策の取組み及び外国人向けの感染防止リーフレットの

活用などによる外国人労働者への感染防止対策に係る教育など感染防止対策のさ

らなる徹底について、労働局長よりあらためて関係事業者団体等に要請を行うと
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ともに、引続き、職場における新型コロナウイルス感染症感染防止対策の一層の

取組みの推進について周知を図っていきます。 
 
 
 
 
 
【資料】 

 

１【要請文書】 令和３年９月 17 日付け群労発基 0917 第１号「『全国労働衛生

週間』を契機とした新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策

のさらなる徹底について（要請）」 

【別添１】  リーフレット「第 72 回全国労働衛生週間」 

 【別添２】  「職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するた

めのチェックリスト」 

 【別添３】  リーフレット「職場の新型コロナウイルス感染症対策 外国人

労働者の皆さんにも『正しく伝わっていますか？』」 

 【別添５】  リーフレット「新型コロナウイルス感染症による労働災害も労

働者死傷病報告の提出が必要です」 

 【別添６】  リーフレット「業務によって感染した場合、労災保険給付の対

象となります」 

 

２【参考】 要請先 関係事業者団体等一覧 
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「全国労働衛生週間」を契機とした新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策 

のさらなる徹底について（要請） 

 

日頃より労働行政への格別のご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本年で 72 回目を迎える「全国労働衛生週間」は、 

向き合おう！ こころとからだの 健康管理 

をスローガンに、10 月１日から同月７日までを本週間、その準備期間を９月１日から

30 日として、事業場における労働衛生に関する意識を高揚させ、事業場における自主

的な労働衛生管理活動の一層の推進を図るため、実施されています（別添１）。 

また、新型コロナウイルスの罹患による休業４日以上の労働災害は、令和２年には

全国で 6,000 人以上発生しており、職場における新型コロナウイルス感染症の拡大防

止のためには、各事業場の実態に即した感染予防対策を徹底し継続することが重要な

ことから、本年の「全国労働衛生週間」では、 

   うつらぬうつさぬルールとともに みんなで守る健康職場 

を副スローガンとして、事業場におけるさらなる新型コロナウイルス感染防止の徹底

を呼び掛けています。 

 ところで、群馬県内における新型コロナウイルスの罹患による休業４日以上の労働

災害は、令和２年で 94 人、令和３年は８月末現在の速報値で 167 人発生しています。 

また、群馬県では、令和３年８月 20 日に県内全域に発令された緊急事態宣言が当初

の９月 12 日から同月 30 日まで延長されており、職場においても新型コロナウイルス

感染予防対策のさらなる徹底が重要なところです。 



 

 

つきましては、「全国衛生週間」を契機に、別添２「職場における新型コロナウイ

ルス感染症の拡大を防止するためのチェックリスト」の活用により感染拡大を防止す

るための基本的な対策の実施状況の確認及び感染防止対策に取り組んでいただくこ

とについて、あらためて傘下会員事業場等関係事業場または構成組織に周知いただき

ますようお願いいたします。 

また、外国人労働者が安心して働くためには、職場における新型コロナウイルス感

染症感染防止対策についての正しい理解が重要となることから、別添３「職場の新型

コロナウイルス感染症対策 外国人労働者の皆さんにも『正しく伝わっています

か？』」や別添４「外国人の方向け感染防止リーフレット（ベトナム語、ポルトガル

語）」の活用等により感染防止対策に係る教育やアドバイスに努めていただくよう、

併せて周知をお願いいたします。 

さらに、業務によって新型コロナウイルスに感染した場合には、労働安全衛生法に

基づき「労働者死傷病報告」を労働基準監督署に提出する必要があり、また、労災保

険給付の対象となりますので、別添５「新型コロナウイルス感染症による労働災害も

労働者死傷病報告の提出が必要です」、別添６「業務によって感染した場合、労災保

険給付の対象となります」についても、併せて周知をいただきますよう重ねてお願い

いたします。 

 

※ 別添１から６については、群馬労働局ホームページからダウンロードできます。 

URL:https://jsite.mhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku/news_topics/houdou/2021_covid19_boushi.html 
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確認

１ 感染予防のための体制

・事業場のトップが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に積極的に取り組むことを表明し、労働者
に対して感染予防を推進することの重要性を伝えている。

はい・いいえ

・事業場の感染症予防の責任者及び担当者を任命している。（衛生管理者、衛生推進者など） はい・いいえ

・会社の取組やルールについて、労働者全員に周知を行っている。 はい・いいえ

・労働者が感染予防の行動を取るように指導することを、管理監督者に教育している。 はい・いいえ

・安全衛生委員会、衛生委員会等の労使が集まる場において、新型コロナウイルス感染症の拡大防止
をテーマとして取り上げ、事業場の実態を踏まえた、実現可能な対策を議論している。

はい・いいえ

・職場以外でも労働者が感染予防の行動を取るよう感染リスクが高まる「５つの場面」や「新しい生活様
式」の実践例について、労働者全員に周知を行っている。

はい・いいえ

・新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）を周知し、インストールを労働者に勧奨している。 はい・いいえ

２　感染防止のための基本的な対策

（１）事業場において特に留意すべき事項である「取組の５つのポイント」

・「取組の５つのポイント」の実施状況を確認し、職場での対応を検討の上、実施している。 はい・いいえ

（２）感染防止のための３つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

・人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空けることを求めている。 はい・いいえ

・会話をする際は、可能な限り真正面を避けることを求めている。 はい・いいえ

・外出時、屋内にいるときや会話をするときに、症状がなくてもマスクの着用を求めている。
※熱中症のリスクがある場合には、６についても確認してください。

はい・いいえ

・手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗うことを求めている（手指消毒薬の使用も可）。 はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためのチェックリスト

１ このチェックリストは、職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するための基本的な

対策の実施状況について確認いただくことを目的としています。

２ 項目の中には、業種、業態、職種等によっては対応できないものがあるかもしれません。ですので、

すべての項目が「はい」にならないからといって、対策が不十分ということではありませんが、可能

な項目から工夫しましょう。職場の実態を確認し、全員（事業者と労働者）がすぐにできることを確

実に実施いただくことが大切です。

３ 確認した結果は、衛生委員会等に報告し、対策が不十分な点があれば調査審議いただき、改善に繋

げてください。また、その結果について全ての労働者が確認できるようにしてください。

衛生委員会等が設置されていない事業場においては、事業者による自主点検用に用いて下さい。

※ 都道府県労働局、労働基準監督署に報告いただく必要はありません。

安全衛生委員会／衛生委員会資料 ：令和 年 月
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確認項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

（３）三つの密の回避等の徹底

・三つの密（密集、密接、密閉）を回避する行動について全員に周知し、職場以外も含めて回避の徹底
を求めている。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（４）日常的な健康状態の確認

・出勤前に体温を確認するよう全員に周知し、徹底を求めている。 はい・いいえ

・出社時の確認や労働者の日々の体調を確認できるアプリの活用等により、全員の日々の体調（発熱
やだるさを含む風邪症状の有無、味覚や嗅覚の異常の有無等）を確認している。

はい・いいえ

・体調不良時には正直に申告しやすい雰囲気を醸成し、体調不良の訴えがあれば勤務させないこと、
正直に申告し休むことで不利益な扱いにしないことを、職場で確認している。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（５）一般的な健康確保措置

・長時間の時間外労働を避けるなど、疲労が蓄積しないように配慮している。 はい・いいえ

・十分な栄養摂取と睡眠の確保について全員に周知し、意識するよう求めている。 はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（６）「新しい生活様式」の実践例で示された「働き方の新しいスタイル」の取組状況について

・「テレワークやローテーション勤務」を取り入れている。 はい・いいえ

・「時差通勤でゆったりと」を取り入れている。 はい・いいえ

・オフィスの人口密度を減らした「オフィスはひろびろと」を取り入れている。 はい・いいえ

・「会議はオンライン」を取り入れている。 はい・いいえ

・「名刺交換はオンライン」を取り入れている。 はい・いいえ

・「対面での打合せは換気とマスク」を取り入れている。 はい・いいえ

（７）新型コロナウイルス感染症に対する情報の収集

・国、地方自治体や一般社団法人日本渡航医学会や公益社団法人日本産業衛生学会等の公益性の
高い学術学会等のホームページ等を通じて最新の情報を収集している。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

３　感染防止のための具体的な対策

（１）基本的な対策

・①換気の悪い密閉空間、②多くの人が密集、③近距離での会話や発声の「３つの密」を同時に満たす
行事等を行わないようにしている。

はい・いいえ

・上記「３つの密」が重ならなくても、リスクを低減させるため、出来る限り「ゼロ密」を目指している。 はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（２）換気の悪い密閉空間の改善

・季節に応じて、リーフレット「『換気の悪い密閉空間』を改善するための換気の方法」、「熱中症予防に
留意した「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方法」、「冬場における『換気の悪い密閉空
間』を改善するための換気の方法」を参照し、適切に換気を行っている。

はい・いいえ

・電車等の公共交通機関の利用に際し、窓開けに協力するよう全員に周知している。 はい・いいえ
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確認項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（３）多くの人が密集する場所の改善

・業態に応じて可能な範囲で出勤を抑制するように努めている。 はい・いいえ

・電車やバス等での他人との密着を防ぐため、時差通勤、自転車通勤、自家用車通勤などの活用を
図っている。

はい・いいえ

・テレビ会議やWeb会議の活用等により、人が集まる形での会議等をなるべく避けるようにしている。 はい・いいえ

・対面での会議やミーティング等を行う場合は、マスクの着用を原則とし、人と人の間隔をできるだけ２
ｍ（最低１ｍ）空、可能な限り真正面を避けるようにしている。

はい・いいえ

・接客業等において、人と人が近距離で対面することが避けられない場所は、労働者にマスクを着用さ
せ、人と人の間にアクリル板、不燃性透明ビニールカーテンなどで遮蔽するようにしている。

はい・いいえ

・職場外（バスの移動等）でもマスクの着用や、換気、人との間隔を取る等、三つの密を回避するよう努
めることとしている。

はい・いいえ

・休憩時間の３密回避のため、労使協議の上、昼休みを時間差で設定している。 はい・いいえ

・寄宿舎や社員寮等の労働者が集団で生活する場でも、三つの密（密集、密接、密閉）の回避をはじめ
とする基本的な感染防止対策を実施するよう、労働者に周知啓発を行っている。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（４）接触感染の防止について

・物品・機器等（例：電話、パソコン、デスク等）や治具・工具などについては、複数人での共用をできる
限り回避している。共用する場合には使用前後での手洗いや手指消毒を徹底している。

はい・いいえ

・自由に着席場所を選んで仕事を行うフリーアドレスを導入する場合には、使用前後での消毒、充分な
座席間隔の確保、利用状況の記録等を実施することとしている。

はい・いいえ

・事業所内で複数の労働者が触れることがある物品、機器、治具・工具等について、こまめにアルコー
ル（容量％で60％以上）、界面活性剤、次亜塩素酸ナトリウム0.05％水溶液、有効塩素濃度80ppm以上
（ジクロロイソシアヌル酸ナトリウムを水に溶かした製品の場合は100ppm以上）の次亜塩素酸水、又は
遊離塩素濃度25ppm（25mg/L）以上の亜塩素酸水による消毒を実施することとしている。
※人がいる環境に、消毒や除菌効果を謳う商品を空間噴霧して使用することは、眼、皮膚への付着や
吸入による健康影響のおそれがあることから推奨されていません。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（５）近距離での会話や発声の抑制

・職場では、同僚を含む他人と会話する際には、大きな声を出さずに距離をなるべく保持するようにして
いる。

はい・いいえ

・外来者、顧客、取引先との対面での接触や近距離での会話をなるべく避けるようにしている。 はい・いいえ

・どうしてもマスクなしで1ｍ以内で会話する必要がある場合は、15分以内に留めるようにしている。 はい・いいえ

・粉じんや化学物質など、呼吸用保護マスクを装着する必要がある作業では、声で合図連絡する場合
にはマスクを外さないように周知している。拡声器使用や伝声板付きのマスク採用が望ましい。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（６）共用トイレの清掃等について

・不特定多数が接触する場所は、清拭消毒を行うこととしている。 はい・いいえ

・トイレの床や壁は次亜塩素酸ナトリウム0.1％水溶液、又は遊離塩素濃度100ppm（100mg/L）以上の
亜塩素酸水で手袋を用いて消毒する。

はい・いいえ
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確認項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

・トイレの蓋を閉めて汚物を流すように表示している。（便器内は通常の清掃でよい） はい・いいえ

・ペーパータオルを設置するか、個人ごとにタオルを準備する。 はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（７）休憩スペース等の利用について

・一度に休憩する人数を減らし、対面で食事や会話を控え、長居しないようにしている。 はい・いいえ

・休憩スペースは常時換気することに努めている。 はい・いいえ

・休憩スペースの共有する物品（テーブル、いす、自販機ボタン等）は、定期的に消毒をしている。 はい・いいえ

・休憩スペースへの入退室の前後に手洗い又は手指の消毒をさせている。 はい・いいえ

・社員食堂での感染防止のため、座席数を減らす、座る位置を制限している、マスクを外したままの談
笑を控えるよう注意喚起している、昼休み等の休憩時間に幅を持たせている、などの工夫をしている。

はい・いいえ

・社員食堂では感染防止のため、トングやポットなどの共用を避けている。 はい・いいえ

・喫煙所では同時に利用する人数に制限を設け、手指消毒後に十分乾いてから喫煙するよう指導し、
会話をせず喫煙後は速やかに立ち退くことを、利用者に周知し、徹底している。

はい・いいえ

・その他の共有の施設について、密閉、密集、密接とならないよう利用方法について検討している。 はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（８）ゴミの廃棄について

・鼻水、唾液などが付いたゴミ（飲用後の紙コップ、ビン、缶、ペットボトルなどを含む）は、ビニール袋に
入れて密閉して廃棄することとしている。

はい・いいえ

・ゴミを回収する人は、マスク、手袋、保護メガネを着用することとし、作業後は必ず石けんと流水で手
洗いをすることとしている。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

４　配慮が必要な労働者への対応等

・風邪症状等が出た場合は、「出勤しない・させない」の徹底と、かかりつけ医等の地域で身近な医療機
関への電話相談を求めている。

はい・いいえ

・高齢者や基礎疾患（糖尿病、心不全、慢性呼吸器疾患、慢性腎臓病、高血圧症、がんなど）を有する
者などの重症化リスク因子を持つ労働者及び妊娠している労働者や同居家族（同居者）にそうした者が
いる労働者については、本人の申出及び産業医等の意見を踏まえ、感染予防のための就業上の配慮
（テレワークや時差出勤等）を行っている。

はい・いいえ

・特に妊娠中の女性労働者が、医師又は助産師からの指導内容について「母健連絡カード」等で申し出
た場合、産業医等の意見も勘案の上、作業の制限または出勤の制限（在宅勤務又は休業をいう。）の
措置を行っている。

はい・いいえ

・テレワークを行う場合は、業務とプライベートの切り分けに留意し、上司や同僚とのコミニュケーション
方法を検討し、在宅勤務の特性も理解したうえで、運動不足や睡眠リズムの乱れやメンタルヘルスの問
題が顕在化しやすいことを念頭において就業させている。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

５　新型コロナウイルスの陽性者や濃厚接触者（以下「陽性者等」）が出た場合等の対応

（1）陽性者等に対する不利益取扱い、差別禁止の明確化

・新型コロナウイルスの陽性者等であると判明しても、解雇その他の不利益な取扱いを受けないこと及
び差別的な取扱いを禁止することを全員に周知し、徹底を求めている。

はい・いいえ
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確認項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

（２）陽性者等が出た場合の対応

・新型コロナウイルスに陽性であると判明した場合は、速やかに事業場に電話、メール等により連絡す
ることを全員に周知し、徹底を求めている。

はい・いいえ

・新型コロナウイルスに陽性であると判明した第三者との濃厚接触があり、保健所から自宅待機等の措
置を要請された場合は、速やかに事業場に電話、メール等により連絡することを全員に周知し、徹底を
求めている。

はい・いいえ

・新型コロナウイルスに陽性であるとの報告を受け付ける事業場内の部署（担当者）を決め、全員に周
知している。また、こうした情報を取り扱う部署（担当者）の取り扱い範囲とプライバシー保護のルールを
決め、全員に周知している。

はい・いいえ

・新型コロナウイルスに陽性である者と濃厚接触した者が職場内にいた場合にどのような対応をするか
ルール化し、全員に周知している。

はい・いいえ

・職場の消毒等が必要になった場合の対応について事前に検討を行っている。 はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

（３）その他の対応

・濃厚接触者への対応等、必要な相談を受け付けてくれる「保健所」、「帰国者・接触者相談センター」等
を確認してある。

はい・いいえ

・事業場内の診療・保健施設で体調不良者を受け入れる場合は、事業場内での感染拡大の原因となる
可能性があることに留意し、医療従事者は標準予防策を遵守し、適切な感染予防体制（受診者のマス
ク着用、待合や動線を分ける、受診者が一定の距離を保てるよう配慮するなど）を実行している。

はい・いいえ

・クラスター発生時等に濃厚接触者等の特定のために保健所から従業員の情報を求められた場合に備
え、日々雇用の者を含む全ての従業員について、電話番号等を含めた連絡先を名簿等の形で把握して
いる。

はい・いいえ

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） はい・いいえ

６　熱中症の予防（※暑熱作業があるなど熱中症のリスクがある場合に確認してください。）

・身体からの発熱を極力抑えるため、作業の身体負荷を減らすとともに、休憩を多くとることの重要性を
周知している。

はい・いいえ

・のどの渇きを感じなくても、労働者に水分・塩分を摂取するよう周知し、徹底を求めている。
※マスクで口が覆われることにより、のどの渇きを感じにくくなることがあります。

はい・いいえ

・屋外で人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）が確保できる場合で、大声を出す必要がないときには、マ
スクをはずすよう周知している。

はい・いいえ

R3.7.2版

※　ご不明な点がございましたら、お近くの労働局又は労働基準監督署の安全衛生主務課にお問い合わせください。
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厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

外国人労働者の皆さんが職場における感染防止対策の内容を十分に理解

出来るよう、「職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止する

ためのチェックリスト」を10か国語（※）に翻訳しました。

事業主の皆さまは、外国人労働者への教育やミーティングをする機会に、

このチェックリストを活用するなどして、職場の感染症対策の徹底をお願

いします。

※英語、中国語（簡体字）、ポルトガル語、スペイン語、タガログ語、

タイ語、ベトナム語、インドネシア語、カンボジア語、ミャンマー語

（やさしい日本語版もあります。）

職場の新型コロナウイルス感染症対策

外国人労働者の皆さんにも
「正しく伝わっていますか？」

外国人労働者を雇用する事業主の皆さまへ

職場での感染症対策チェックリスト（１０か国語）

外国人労働者は、日本の労働慣行や日本語に習熟していない場合がある

ほか、出身国・出身地域により文化や生活習慣が日本と大きく異なる場合

があります。

そのため、外国人労働者が安心して働くためには、職場における新型コ

ロナウイルス感染症の拡大防止対策の内容を、正しく理解することがなに

よりも重要です。

外国人労働者の皆さんが、職場内、職場外で感染予防の行動を取ること

が出来るよう、出身国特有の文化や生活習慣もふまえた教育やアドバイス

に努めてください。

各言語のチェックリストは、右記にアクセスをしてご確認ください。

（厚生労働省ウェブサイト内）

「裏面」に感染拡大防止のポイントを記載しています。

yoshinagat
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「職場」での感染拡大防止ポイント

体 調 が 悪 い と き は 上 司 に 相 談 し ま し ょ う 。
たいちょう じょうし そうだんわ る

マ
ス
ク

会話をするときは
マスクをつけましょう

かいわ

密み
つ

休憩時間での居場所の切り替わりなどで
気が緩むことがあるため、適切な距離をとるよう注意しましょう。

席や更衣室では、

人と適切な距離をとりましょう

せき こういしつ

ひと てきせつ きょり

換
気

共
用

備品の共用は避けましょう
どうしても共用する場合には
使用前後での手洗いや手指消毒を徹底しましょう。

き
ょ
う
よ
う

か
ん
き

びひん きょうよう さ

室内では

こまめに空気を入れ換えましょう

しつない

くうき い か

「職場外」での感染拡大防止のポイント
寄宿舎や寮など、共同生活をしている場合は、特に以下の取り組みをお願いします。

食
事

換
気

か
ん
き

し
ょ
く
じ

共
用

移
動

い
ど
う

き
ょ
う
よ
う

席の配置は斜め向かいにしましょう。

（正面や真横はなるべく避ける）

箸やコップの使い回しは避けましょう。

食事は少人数、短時間にしましょう
しょくじ しょうにんずう たんじかん

出身地域によっては日本が寒く感じる
かもしれませんが閉め切りは避けましょう。

こまめに空気を入れ換えましょう
くうき い か

使い回しは避けましょう
どうしても共用する必要がある設備などは
使用前後での手洗いや手指消毒を徹底しましょう。

つか まわ さ

ラッシュを避けての移動に努めましょう。
車内換気に協力しましょう。

大人数での移動や密集を避け、

マスクなしでの会話を控えましょう

おおにんずう いどう みっしゅう さ

かいわ ひか



Bộ Y tế, Lao động và Phúc lợi kêu gọi người dân cùng 

chung tay hợp tác để ngăn chặn phát sinh lây nhiễm 

của virut Corona chủng mới tại những nơi công cộng，
đoàn thể.（COVID-19）

Hãy cùng tránh 3 điều sau đây：

①Tránh nơi không gian khép kín，không thông 

thoáng khí.

② Tránh đến những nơi tập trung với mật độ 

người dày đặc, đông đúc.

③ Tránh tiếp xúc, nói chuyện với những người 

xung quanh bằng khoảng cách gần.

※ Ngoài 3 điều trên, vui lòng khử trùng, ... khi sử 

dụng các đồ dùng chung.

1

32

Ở những nơi hội đủ 3 

điều trên sẽ phát sinh rủi 

ro lây nhiễm cho cộng 

đồng cao hơn.

CỤC LAO ĐỘNG 

GUNMA

yoshinagat
フリーテキスト
 別添4-1
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新型コロナウイルスの集団発生防止にご協力をおねがいします

３つの密を避けましょう！

＊３つの条件のほか、共同で使う物品には消毒を行ってください。

1
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３つの条件がそろう場所が
クラスター（集団）発生の
リスクが高い！

群馬労働局

新型コロナウイルスへの対策として、クラスター（集団）の
発生を防止することが重要です。日頃の生活の中で３つ
の「密」が重ならないよう工夫しましょう。

①換気の悪い
密閉空間

②多数が集まる
密集場所

③間近で会話や
発声をする
密接場所



Colabore para  evitar a disseminação da

COVID-19

EVITE os 3 RISCOS!

Obs:  desinfete objetos de uso comum com outras pessoas.

1

32

Onde concentra as 3 condições

o contágio em grupo se torna

maior ！

Gunma Rodo Kyoku

Para prevenir a COVID-19 é de grande

importância evitar a disseminação em grupo

①Ambientes

fechados com 

má ventilação

②Aglomerações ③Contatos

muito

próximos

yoshinagat
フリーテキスト
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新型コロナウイルスの集団発生防止にご協力をおねがいします

３つの密を避けましょう！

＊３つの条件のほか、共同で使う物品には消毒を行ってください。

1

32

３つの条件がそろう場所が
クラスター（集団）発生の
リスクが高い！

群馬労働局

新型コロナウイルスへの対策として、クラスター（集団）の
発生を防止することが重要です。日頃の生活の中で３つ
の「密」が重ならないよう工夫しましょう。

①換気の悪い
密閉空間

②多数が集まる
密集場所

③間近で会話や
発声をする
密接場所



労働者が就業中に新型コロナウイルス感染症に感染・発症し、
休業した場合には、労働者死傷病報告の提出が必要となります。

事業場で働く従業員の皆様が新型コロナウイルス感染症により
休業した場合には、遅滞なく、事業場を所轄する労働基準監督署
に労働者死傷病報告を提出してください。

※ ご提出の際は、電子申請や郵送の積極的な活用をお願いいたします。

事業者は、以下のような場合には、遅滞なく、労働者死傷病報告を労働基
準監督署長に提出しなければなりません。

（労働安全衛生法第100条、労働安全衛生規則第97条）

(1)労働者が労働災害により死亡し、又は休業したとき
(2)労働者が就業中に負傷、窒息又は急性中毒により死亡し、又は休業したとき
(3)労働者が事業場内又はその附属建設物内で負傷、窒息又は急性中毒により死亡し、

又は休業したとき

※ 労働者死傷病報告を提出せず、若しくは、虚偽の報告をした場合は、いわゆる「労災か
くし」として、50万円以下の罰金に処されることがあります。

新型コロナウイルス感染症による労働災害も

労働者死傷病報告の提出が必要です。

https://www.chohyo-shien.mhlw.go.jp/

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

「労働者死傷病報告はどうやって作成すればいいの？」

労働者死傷病報告は、定められ
た様式（OCR式帳票）を用いて作
成する必要があります。

専用の様式は、最寄りの労働基
準監督署で配布しているほか、
「労働安全衛生法関係の届出・申
請等帳票印刷に係る入力支援サー
ビス」により、インターネット上
で簡単に入力し、作成した帳票を
印刷することができます。

⇒ 新型コロナウイルス感染症による場合の記載例はウラ面参照

従業員が新型コロナウイルス感染症により休業された事業者の皆様へ

～職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するために～
チェックリストを活用し、職場における感染拡大防止のための基本

的な対策の実施状況についてご確認ください。
https://www.mhlw.go.jp/content/000657665.pdf

yoshinagat
フリーテキスト
　別添５



１３１１１１２３４５６０００００００ 医療、福祉業

ウ セ イ カ イ ロ ウ

医 療 法 人 厚 生 会 労

１００ ×××× ００１

千代田区霞ヶ関○-○-○ ０３ ▲ ▲▲ ▲

９０２０４０１ １５ ０

３ 新型コロナウイル
ス感染による肺炎

呼吸器 勤務地内

救急病棟に勤務中、○月○日に救急患者

（後日、ＰＣＲ検査の結果陽性判定）の吸

熱の症状が見られたため、ＰＣＲ検査を実

施したところ、４月２日に陽性判定となり、

和２ ４ １０令

霞ヶ関

医療法人 厚生会労働病院

病院長 安衛 法子

ロ ウ ド ウ タ ロ ウ

働 太 郎

働 病 院

コ ド ウ ビ ョ ウ イ ン

× ×× ×

０

労

７０１０１０１

１２看護師

○32

○

○

引処置に当たった看護師に４月１日から発

同日から入院したもの。

勤務中は防護衣とマスクを着用していた。

事務長 厚生 太郎

記入例

法人ではなく、
事業場全体の
労働者数を記
入してください。

陽性判定日ではなく、
傷病名に記載した症
状が現われた日付
を記入してください。

記載例のとおりに記入し
てください。
※ 医師の診断結果が記載例と異

なる場合にはその内容を記入

感染から発症までの
経緯を簡潔に記入し
てください。

左記の災害発生状況
及び原因以外に記載
すべき事項がなけれ
ば記載不要です。

感染場所ではなく、
傷病名に記載した症
状が現われた場所
を記入してください。

事業場を代表する者
など、報告権限を有す
る方が記入てください。

被災者が複数いる
場合は、被災者ごと
に報告する必要が
あります。

R3.2



詳しくは厚生労働省ＨＰのＱ&Ａ
（項目「５労災補償」）をご覧ください▶

業務によって感染した場合、

労災保険給付の対象となります

職場で新型コロナウイルスに感染した方へ

■感染経路が業務によることが明らかな場合

■感染経路が不明の場合でも、感染リスクが高い業務※

に従事し、それにより感染した蓋然性が強い場合
※（例１）複数の感染者が確認された労働環境下での業務
※（例２）顧客等との近接や接触の機会が多い労働環境下の業務

■医師・看護師や介護の業務に従事される方々については、
業務外で感染したことが明らかな場合を除き、原則として対象

対象となるのは？

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

労災保険の種類

業務に起因して新型コロナウイルスに感染した労働者の方やそのご遺族の方は、
正社員、パート、アルバイトなどの雇用形態によらず、次のような保険給付を
受けられます。

療養補償給付

休業補償給付

①労災指定医療機関を受診すれば、原則として無料で治療を受けることができます。
②やむを得ず労災指定医療機関以外で治療を受けた場合、一度治療費を負担してもらい
後で労災請求をすることで、負担した費用の全額が支給されます。

療養のために仕事を休み、賃金を受けていない場合、給付を受けることができます。
■給付日：休業４日目から
■給付額：休業１日あたり給付基礎日額の８割（特別支給金２割含む）
＊原則として「給付基礎日額」は発症日直前３か月分の賃金を暦日数で割ったものです

遺族補償給付
業務に起因して感染したため亡くなった労働者のご遺族の方は、遺族補償年金、
遺族補償一時金などを受け取ることができます。

■お問い合わせは、お近くの労働局・労働基準監督署へ ▶

（2020.11）

yoshinagat
フリーテキスト
　別添６





【参考】

番号 名　　　　　称 番号 名　　　　　称

1 一般社団法人　群馬県経営者協会 31 (独)労働者健康安全機構　群馬産業保健総合支援センター

2 群馬県中小企業団体中央会 32 （独）　高齢・障害・求職者雇用支援機構　群馬障害者職業センター

3 一般社団法人　群馬県商工会議所連合会 33 公益財団法人　産業雇用安定センター　群馬事務所

4 群馬県商工会連合会 34 公益財団法人　介護労働安定センター　群馬支所

5 日本労働組合総連合会群馬県連合会 35 公益財団法人　群馬県長寿社会づくり財団群馬県シルバー人材センター連合会

6 一般社団法人　群馬労働基準協会連合会 36 公益財団法人　前橋市まちづくり公社

7 一般社団法人　高崎労働基準協会 37 一般社団法人群馬県タクシー協会

8 一般社団法人　前橋労働基準協会 38 一般社団法人　群馬県バス協会

9 一般社団法人　伊勢崎労働基準協会 39 建設業労働災害防止協会　群馬県支部

10 桐生労働基準協会 40 陸上貨物運送事業労働災害防止協会　群馬県支部

11 一般社団法人　太田労働基準協会 41 林業・木材製造業労働災害防止協会　群馬県支部

12 沼田労働基準協会 42 一般社団法人　日本ボイラ協会　群馬支部

13 藤岡労働基準協会 43 一般社団法人　日本クレーン協会　群馬支部

14 館林労働基準協会 44 群馬県砕石工業組合

15 渋川労働基準協会 45 公益社団法人　建設荷役車両安全技術協会　群馬県支部

16 吾妻労働基準協会 46 群馬県旅館ホテル生活衛生同業組合

17 大泉労働基準協会 47 群馬県印刷工業組合

18 群馬県社会保険労務士会 48 群馬県紙器ダンボール箱工業組合

19 群馬県よろず支援拠点（公益財団法人群馬県産業支援機構） 49 群馬県麺類生活衛生同業組合

20 一般社団法人　群馬県法人会連合会 50 群馬県職業能力開発協会

21 関東信越税理士会群馬県支部連合会 51 群馬県私立中学高等学校協会

22 ＪＡ群馬中央会 52 一般社団法人　群馬県専修学校各種学校連合会

23 公益社団法人　群馬県医師会 53 群馬県私立大学協会

24 公益社団法人　群馬県歯科医師会 54 一般社団法人　群馬県信用金庫協会

25 公益社団法人　群馬県柔道整復師会 55 一般社団法人　群馬県信用組合協会

26 群馬県行政書士会 56 群馬県飲食業生活衛生同業組合

27 群馬司法書士会 57 全国労働保険事務組合連合会群馬支部

28 群馬県理容生活衛生同業組合

29 群馬県美容業生活衛生同業組合

30 群馬県クリーニング生活衛生同業組合

要請先　関係事業者団体等一覧


